
 

                                    

                                     

                                     

                                     

令
和
２
年
２
月
２
日

（
日
）
穏
や
か
な
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
大
阪
商
業
大

学
に
お
い
て
、
第
63
回
全

大
阪
学
年
別
珠
算
競
技
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。 

今
年
度
の
出
場
選
手
は

２
２
０
名
（
小
学
２
年
生

以
下
の
部
19
名
・
小
学
３

年
生
の
部
31
名
・
小
学
４

年
生
の
部
45
名
・
小
学
５

年
生
の
部
38
名
・
小
学
６

年
生
の
部
43
名
・
中
学
・

高
校
生
の
部
44
名
）
で
、

昨
年
と
同
様
、
１
会
場
で

行
な
わ
れ
た
。
会
場
内
は

各
部
門
の
選
手
が
一
堂
に

会
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り

中
学
生
・
高
校
生
・
競
技

大
会
常
連
の
選
手
た
ち
の

佇
ま
い
が
、
会
場
内
に
緊

張
感
を
与
え
、
全
体
的
に

少
し
落
ち
着
い
た
様
相
を

呈
し
て
い
た
。 

定
刻
に
始
ま
っ
た
開
会

式
の
挨
拶
で
、
櫻
井
行
雄

支
部
長
が
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
・
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
の
感
染
防
止
を
考

慮
し
て
、
会
場
担
当
委
員

の
方
々
に
マ
ス
ク
着
用
を

義
務
付
け
し
、
衛
生
・
安

全
面
に
配
慮
し
な
が
ら
万

全
の
態
勢
を
も
っ
て
、
今

大
会
を
進
行
し
て
い
き
た

い
。
」
と
選
手
・
保
護
者
各

位
に
説
明
を
さ
れ
た
。
ま

た
大
会
の
歴
史
に
触
れ
ら

れ
「
過
去
に
お
い
て
全
大

阪
学
年
別
珠
算
競
技
大
会

は
各
地
区
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
選
手
た
ち
に
よ
る

決
勝
大
会
で
あ
っ
た
。
だ

か
ら
こ
そ
各
部
門
の
優
勝

者
に
は
誇
り
を
も
っ
て
も

ら
い
た
い
。
今
大
会
で
、

選
手
同
士
が
珠
算
の
技
を

競
い
合
い
、
切
磋
琢
磨
す

る
こ
と
で
、
全
珠
連
が
主

催
す
る
、
夏
の
全
日
本
珠

算
選
手
権
大
会
・
秋
の
全

日
本
通
信
珠
算
競
技
大
会

に
お
い
て
も
好
成
績
を
収

め
ら
れ
る
第
一
歩
と
し
て

ほ
し
い
。
」
と
、
選
手
を
激

励
さ
れ
た
。 

山
口
大
仁
演
技
委
員
よ

り
、
競
技
上
の
諸
注
意
等

の
説
明
の
後
、
個
人
総
合

競
技
か
ら
開
始
さ
れ
た
。 

競
技
会
場
内
は
、
選
手

た
ち
の
熱
気
と
緊
迫
感
で

２
月
の
肌
寒
さ
を
感
じ
さ

せ
な
い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。 

個
人
総
合
競
技
終
了
後
、

昨
年
に
続
き
、
参
加
選
手

に
よ
る
交
換
採
点
が
行
わ

れ
、
大
き
な
混
乱
も
な
く

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
。 

読
上
暗
算
競
技
で
は
２

桁
10
口
加
算
か
ら
４
～

７
桁
加
算
（
26
秒
）
ま
で

の
15
問
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
小
学
校
５
年
生
の
部

で
は

14
問
正
解
し
た
草

野
咲
果
選
手
が
優
勝
し
た
。

中
学
・
高
校
生
の
部
で
は
、

乾
ほ
の
香
選
手
が
優
勝
。

小
学
６
年
生
の
部
で
は

12
問
正
解
で
３
名
が
決

勝
へ
、
３
～
６
桁
加
減
算

（
26
秒
）
を
正
解
し
た
信

原
真
尋
選
手
が
接
戦
を
制

し
、
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。 

午
後
か
ら
の
読
上
算
競

技
で
は
、
２
桁
10
口
加
算

か

ら

７

～

11

桁

加

算

（
29
秒
）
ま
で
の
15
問

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
全
問

正
解
者
が
５
名
。
小
学
４

年
生
の
部
で
は
中
谷
謙
士

朗
選
手
、
小
学
５
年
生
の

部
で
は
高
見
友
梨
選
手
が

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
の
栄
冠
に

輝
い
た
。
中
学
・
高
校
生

の
部
で
は
３
名
で
の
決
勝

が
行
な
わ
れ
、
７
～
11
桁

加
算
（
31
秒
）
に
正
解
し

た
乾
ほ
の
香
選
手
が
実
力

を
見
せ
つ
け
、
読
上
暗
算

と
の
２
冠
を
達
成
し
た
。 

【
２
面
へ
続
く
】 
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(１)             全 珠 連 お お さ か   令和 2年 3月 22日(日) 
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全大阪学年別珠算競技大会 
令和２年２月２日（日） 

大阪商業大学 
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会
成
立
宣
言
で
は
、
会

員
数
１
０
６
名
中
、
出
席

者
59
名
・
委
任
状
40
名

で
成
立
が
宣
言
さ
れ
、
斎

藤
副
支
部
長
が
議
長
と
な

っ
て
、
議
長
団
が
選
出
さ

れ
（
副
議
長
・
西
岡
佳
一

氏 

藤
井
美
保
子
氏
、
書

記
・
芝
野
加
代
子
氏
、
議

事
録
署
名
人
・
大
参
常
美

氏 

福
島
温
男
氏
）
、
議
事

進
行
に
入
っ
た
。 

議
題
イ
、
平
成
28
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
と
収
支
差
額
金
処
分
案

の
件
で
は
櫻
井
支
部
長
が

事
業
報
告
、
大
島
総
務
部

長
が
決
算
報
告
、
花
谷
監

査
が
監
査
報
告
を
行
っ
た

後
、
拍
手
を
も
っ
て
承
認

さ
れ
た
。 

議
題
ロ
、
支
部
会
則
・

支
部
施
行
細
則
改
正
の
件

も
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。 

執
行
部
報
告
で
は
、
研
修

部
か
ら
生
徒
作
品
の
締
切

り
が
10
月
31
日
（
火
）
と
、

昨
年
よ
り
１
ケ
月
早
ま
っ

た
事
。
検
定
部
よ
り
４
級

以
下
の
受
験
者
が
減
っ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
増
加

の
お
願
い
。
競
技
部
か
ら

は
全
日
本
大
会
の
報
告
。

厚
生
部
か
ら
生
徒
表
彰
式 

         

                             

            

       

８
月
20
日
（
日
）
総
会

終
了
後
、
午
後
１
時
か
ら

大
阪
府
支
部
主
催
の
本
部

指
導
者
講
習
会
が
開
催
さ

れ
た
。
講
師
は
東
大
阪
珠

算
協
会
の
２
名
の
先
生
方

で
す
。 

 

最
初
は
鈴
木
巌
先
生
に

よ
る
「
初
歩
よ
り
両
手
算

法
指
導
」
と
、
題
し
て
の

講
習
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

本
題
に
入
ら
れ
る
前
に
、

幼
少
の
頃
に
迷
子
に
な
っ

た
時
の
こ
と
か
ら
、
珠
算

を
始
め
ら
れ
た
頃
の
事
、

そ
し
て
25
歳
に
し
て
初

段
合
格
、
ご
自
身
が
暗
算 

                                  

                                  

今
年
度
の
個
人
総
合
競

技
に
お
い
て
は
、
各
部
門

で
４
名
の
選
手
が
連
覇
を

達
成
す
る
な
ど
上
位
陣
が

安
定
し
た
実
力
を
見
せ
た

結
果
と
な
っ
た
。
な
か
で

も
中
谷
謙
士
朗
選
手
は
初

出
場
か
ら
５
連
覇
の
偉
業

を
自
身
初
の
満
点
優
勝
を

も
っ
て
達
成
し
た
。 

 

表
彰
式
終
了
後
、
油
井

弘
支
部
参
与
が
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
た
挨
拶
で
選
手
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
、
昨
年
の

自
身
の
講
評
を
引
き
合
い

に
出
さ
れ
、
満
点
を
獲
得

し
た
中
谷
謙
士
朗
選
手
、

３
冠
を
達
成
し
た
阪
本
将

清
選
手
、
各
部
門
の
優
勝

者
に
賛
辞
を
送
ら
れ
た
。 

 

第

63
回
全
大
阪
学
年

別
競
技
大
会
は
、
定
刻
通

り
無
事
に
終
了
し
た
。 

（
広
報
部
） 

        

  

 

令和 2年 3月 22日(日)      全 珠 連 お お さ か          (２) 

第６３回全大阪学年別珠算競技大会成績表 

 
個人総合競技 

読上算競技 読上暗算競技 
優勝 準優勝 

小学２年生以下の部 田中 里奈 
１１９０点 ２年連続 

澤井 真心 
１０３０点 

澤井 真心 田中 里奈 

小学３年生の部 阪本 将清 
１２２０点 ３冠達成 

山口 夏穂 
１１１０点 

阪本 将清 阪本 将清 

小学４年生の部 中谷謙士朗 
１４００点 ５年連続 

山田 茉奈 
１３４０点 

中谷謙士朗 廣瀬 慧和 

小学５年生の部 高見 友梨 
１３４０点 ３年連続 

田中 智章 
１２９０点 

高見 友梨 草野 咲果 

小学６年生の部 信原 真尋 
１３８０点 ２年連続 

廣瀬 蒼和 
１３２０点 

廣瀬 蒼和 信原 真尋 

中学・高校生の部 東 剛也 
１３８０点 

千年原 朱 
１３８０点 

乾 ほの香 乾 ほの香 

 

 

 団体の部 

優勝 梶田珠算学院 ６１００点 

準優勝 マルタそろばん教室 ６０３０点 

第２位 南港珠算教室 ５９５０点 

 

      

 

田中 里奈 阪本 将清 中谷謙士朗 高見 友梨 信原 真尋 東 剛也 

優勝  梶田珠算学院 準優勝 マルタそろばん教室 

 

優優勝勝おおめめででととううごござざいいまますす！！  



最 優 秀 

                                 

 

    
【
作

文

の

部
】 

〈
最
優
秀
賞
〉 

新
海 
美
澄
希 

守
口
市
立
八
雲
中
学
校
２
年 

〈
優

秀

賞
〉 

藤
田 

知
華 

 

羽
曳
野
市
立
白
鳥
小
学
校
２
年 

橋
田 

侑
弥 

大
阪
市
立
古
市
小
学
校
５
年 

〈
審
査
員
賞
〉 

萩
野 

太
尊 

門
真
市
立
四
宮
小
学
校
５
年 

齊
藤 

咲
里 

 

大
阪
市
立
生
野
南
小
学
校
２
年 

 

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】 

〈
最
優
秀
賞
〉 

白
石 

竜
規 

豊
中
市
立
豊
島
小
学
校
１
年 

〈
優

秀

賞
〉 

平
井 

祐
人 

大
阪
市
立
生
野
小
学
校
４
年 

瓜
本 

智
愛 

 

豊
中
市
立
豊
島
北
小
学
校
６
年 

〈
審
査
員
賞
〉 

秦 

義
博 

大
阪
府
立
淀
川
工
科
高
等
学
校
２
年 

新
井 

仁
菜 

門
真
市
立
第
三
中
学
校
１
年 

 

  

 

                               

                                  

                                  

                                

  

                                  

 
 

『
そ
ろ
ば
ん
と
い
う
も
の
』 

守
口
市
立
八
雲
中
学
校
２
年 

新
海 

美
澄
希 

 

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
そ
ろ
ば
ん
の
イ
メ
ー
ジ
は
ち
が

う
と
思
う
。「
計
算
に
使
う
物
」「
は
じ
く
も
の
」
と
か
。

け
れ
ど
、
私
に
は
、
そ
ろ
ば
ん
は
、
そ
う
い
う
も
の
で

は
な
く
、
「
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
を
く
れ
る
す
ば

ら
し
い
物
」
で
す
。 

そ
ろ
ば
ん
と
出
会
っ
て
約
十
年
。
本
当
に
い
ろ
ん
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
試
験
に
合
格
し
て
喜
ん
だ
り
、

大
会
で
思
う
よ
う
な
結
果
が
で
ず
悔
や
ん
だ
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
や
め
な
い
の
は
や
っ
ぱ
り
そ

ろ
ば
ん
が
私
の
中
で
す
ご
く
大
事
な
も
の
だ
か
ら
で

す
。 そ

ろ
ば
ん
が
私
に
く
れ
た
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
私
は
そ
ろ
ば
ん
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会

い
ま
し
た
。
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
学
校
の
人
と

も
出
会
い
ま
し
た
。
き
っ
と
そ
ろ
ば
ん
を
や
っ
て
い
な

か
っ
た
ら
出
会
え
な
か
っ
た
人
達
と
今
こ
う
や
っ
て

「
そ
ろ
ば
ん
」
と
い
う
輪
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

る
と
や
っ
ぱ
り
習
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
そ
ろ
ば
ん
を
通
じ
て
の
今
年
最
大
の
思
い

出
は
「
訪
米
使
節
団
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
子
供
達
に
そ

ろ
ば
ん
を
教
え
に
行
っ
た
こ
と
」
で
す
。
最
初
は
親
と

は
な
れ
て
十
日
間
も
ア
メ
リ
カ
に
行
く
の
は
す
ご
く

不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
、
他
県
の
人
と
の
交
流
や
、
ア
メ

リ
カ
の
子
供
達
と
の
交
流
は
す
ご
く
楽
し
く
て
本
当

に
行
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
思
い
出
は
確

実
に
自
分
に
プ
ラ
ス
に
な
り
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
役

立
つ
と
思
い
ま
す
。 

私
は
今
回
、
こ
の
作
文
を
か
い
て
そ
ろ
ば
ん
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
思
い

は
大
人
に
な
っ
て
も
変
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ろ
ば

ん
は
い
つ
ま
で
も
私
の
宝
物
で
す
。
十
二
月
の
競
技
大

会
も
思
い
を
力
に
変
え
て
全
力
で
と
り
く
み
、
こ
れ
か

ら
も
そ
ろ
ば
ん
を
続
け
て
行
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。 

 

 

(３)            全 珠 連 お お さ か   令和 2 年 3 月 22 日(日) 

令
和
元
年
度 

生
徒
作
品
入
賞
者 

豊
中
市
立
豊
島
小
学
校
１
年 

白
石 

竜
規 

ポ
ス
タ
ー
の
部
・
作
文
の
部 

最
優
秀
作
品 

最
優
秀
賞 



                                  

                                  

                                  

  「
作
文
」「
ポ
ス
タ
ー
」
共

に
未
就
学
児
か
ら
高
校
生

ま
で
幅
広
い
世
代
か
ら
多

く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
保
護
者
の
皆
様
や

諸
先
生
方
に
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
い
ず
れ

も
甲
乙
つ
け
が
た
い
作
品

ば
か
り
で
、
入
賞
の
審
査

は
本
当
に
苦
労
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
の
部
で
は
、
そ

ろ
ば
ん
の
文
化
を
世
界
に

広
め
て
い
き
た
い
！
そ
ろ

ば
ん
の
持
っ
て
い
る
可
能

性
は
無
限
大
！
と
い
っ
た

本
当
に
頼
も
し
く
な
る
作

品
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
作
文
の
部
で
は

そ
ろ
ば
ん
を
習
い
始
め
た

当
初
は
嫌
で
仕
方
な
か
っ

た
け
ど
、
今
で
は
一
番
好

き
な
習
い
事
で
す
！
と
い

う
嬉
し
く
な
る
内
容
や
ラ

イ
バ
ル
に
負
け
た
く
な

い
！
も
っ
と
も
っ
と
実
力

を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
！

と
い
っ
た
決
意
を
記
し
た

内
容
も
多
く
、
子
ど
も
た

ち
が
持
っ
て
い
る
可
能
性

を
も
っ
と
伸
ば
し
て
い
く

た
め
に
、
指
導
者
で
あ
る

私
自
身
が
も
っ
と
成
長
せ

ね
ば
と
奮
い
立
た
さ
れ
ま

し
た
。
来
年
度
も
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

（
研
修
部
長 

新
名
哲
也

） 

   

令
和
２
年
１
月
３
日
、

冬
晴
れ
の
空
が
美
し
く
、

少
し
暖
か
さ
も
感
じ
ら
れ

る
朝
、
日
本
三
大
祭
り
の

ひ
と
つ
天
神
祭
で
有
名
な

大
阪
天
満
宮
に
お
い
て
、

今
年
で
37
回
目
を
迎
え

る
『
新
春
は
じ
き
初
め
大

会
』
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
早
朝
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
の
方
々
の
長
蛇
の
列
を

見
る
と
、
珠
算
に
携
わ
る

人
間
と
し
て
格
別
な
思
い

と
な
り
ま
し
た
。 

楼
門
を
く
ぐ
り
、
本
社

に
向
か
っ
て
右
手
に
設
置

さ
れ
た
は
じ
き
初
め
会
場

で
は
、
長
～
い
そ
ろ
ば
ん

（
1.8
ｍ
127
桁
６
丁
）
が

参
拝
客
の
目
を
引
く
中
、

午
前
９
時
過
ぎ
に
、
子
ど

も
た
ち
が
配
布
さ
れ
た
鉢

巻
き
を
ぎ
ゅ
っ
と
頭
に
締

め
て
入
場
し
て
く
る
と
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
神
主
の
お
祓

い
を
受
け
た
後
、
珠
算
上

達
や
学
力
向
上
を
祈
願
し
、

３
桁
５
口
の
読
上
算
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
初
め
て
見

る
長
い
そ
ろ
ば
ん
に
笑
み

が
こ
ぼ
れ
な
が
ら
も
、
真

剣
な
表
情
で
パ
チ
パ
チ
と

そ
ろ
ば
ん
を
は
じ
き
、
正

解
が
読
上
げ
ら
れ
る
と
歓

声
を
上
げ
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
を
、
参
拝
客
も
笑
顔

で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
年
も
、
外
国
人
珠
算

受
講
生
に
よ
る
英
語
読
上

算
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
タ

イ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
中

国
語
で
数
字
の
読
上
げ
が

行
な
わ
れ
る
と
参
拝
客
も

興
味
津
々
な
面
持
ち
で
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
約

８
０
０
名
が
参
加
し
て
く

だ
さ
り
、
大
盛
況
に
終
わ

り
ま
し
た
。 

（
広
報
部
） 

         

                                  

 

令和 2 年 3 月 22 日(日)     全 珠 連 お お さ か         (４) 

  

 
 

新
春
は
じ
き
初
め
大
会 

 

 

優
秀
賞 

審
査
員
賞 

平
井 

祐
人 

秦 

義
博 

瓜
本 

智
愛 

新
井 

仁
菜 

生
徒
作
品 

総
評 

  

新型コロナウイルスに負けるな！手洗い促進ポスター配布 

 

新型コロナウイルスが世界的に流行し深刻な影響を及ぼすなか、

感染防止にはまだまだ予断を許さない状況が続いています。 

連盟では皆さんの手洗い促進の一助とすべく、ポスターを作成 

しました。       （全国珠算教育連盟本部 HPより抜粋） 

ポスターは、連盟本部ＨＰよりダウンロードしてください。 

優
秀
賞 

審
査
員
賞 



                                  

                                  

                                  

令
和
元
年
12
月
25
日

（
水
）
か
ら
２
泊
３
日
で

沖
縄
県
支
部
会
員
教
場
で

あ
る
宮
城
珠
算
学
校
の
授

業
及
び
資
料
館
見
学
を
目

的
に
研
修
が
組
ま
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
沖
縄
を
た
っ

ぷ
り
観
光
す
る
旅
行
も
取

り
入
れ
た
沖
縄
研
修
旅
行

で
あ
る
。 

初
日
、
午
前
10
時
に
伊

丹
空
港
に
集
合
、
参
加
者

14
名
全
員
が
無
事
空
港

に
到
着
。
そ
し
て
11
時
飛

行
機
は
沖
縄
に
向
か
っ
て

飛
び
た
っ
た
。 

２
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
沖

縄
に
到
着
。
早
速
、
研
修

旅
行
へ
と
期
待
を
膨
ら
ま

せ
る
の
だ
が
、
想
像
以
上

に
沖
縄
が
暑
い
の
に
気
が

付
い
た
。
も
う
汗
だ
く
で

あ
る
。
ク
ー
ラ
ー
の
効
い

た
バ
ス
で
ホ
ッ
と
し
た
の

も
つ
か
の
間
、
浦
添
市
に

あ
る
宮
城
珠
算
学
校
に
到

着
。
ま
ず
目
を
疑
っ
た
の

が
、
玄
関
前
の
駐
車
場
。

何
台
も
の
車
と
小
型
バ
ス

が
入
れ
る
よ
う
に
広
々
と

駐
車
場
が
と
ら
れ
て
い
る
。

階
段
を
上
が
り
教
室
の
中

へ
入
っ
て
い
く
と
、
教
室

の
奥
に
整
然
と
そ
ろ
ば
ん

が
並
べ
ら
れ
た
資
料
館
が

あ
る
。
大
津
そ
ろ
ば
ん
や

長
崎
そ
ろ
ば
ん
な
ど
の
古

の
そ
ろ
ば
ん
に
伊
勢
百
日

算
共
興
学
舎
で
使
用
さ
れ

た
そ
ろ
ば
ん
等
、
な
か
な

か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
そ
ろ
ば
ん
が
整
然
と

展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

帳
場
格
子
や
両
替
天
秤
な

ど
も
展
示
が
あ
り
歴
史
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

聞
く
と
、
そ
ろ
ば
ん
を
ど

う
展
示
す
れ
ば
一
番
良
い

の
か
を
考
え
て
、
そ
れ
か

ら
資
料
館
の
構
図
が
決
め

ら
れ
そ
う
だ
。 

し
ば
ら
く
す
る
と
外
で

子
供
た
ち
の
声
が
騒
が
し

く
聞
こ
え
て
く
る
。
ジ
ュ

ニ
ア
（
４
・
５
歳
児
）
ク

ラ
ス
の
授
業
が
始
ま
る
時

間
で
あ
る
。
私
た
ち
一
行

は
、
授
業
が
行
わ
れ
る
教

室
に
通
さ
れ
て
見
学
を
す

る
こ
と
に
。
講
師
は
宮
城

珠
算
学
校
の
校
長
、
宮
城

忍
人
先
生
で
あ
る
。
十
数

人
の
子
供
た
ち
を
前
に
、

宮
城
先
生
は
マ
イ
ク
を
片

手
に
リ
ズ
ム
を
と
り
な
が

ら
「
９
の
友
達
は
？
」
と

テ
ン
ポ
よ
く
声
を
か
け
る
。

す
る
と
生
徒
た
ち
は
、
あ

っ
と
い
う
間
に
そ
ろ
ば
ん

の
世
界
に
入
り
先
生
と
一

体
に
な
っ
て
声
を
出
し
て

い
く
。
声
を
発
し
そ
し
て

自
ら
の
耳
で
覚
え
て
い
く
。

覚
え
る
た
め
の
理
想
の
方

法
で
あ
る
と
感
心
し
て
い

る
と
、「
そ
ろ
ば
ん
に
な
り

た
い
人
」
？
の
声
に
「
は

い
」
と
大
き
な
声
が
響
き
、

生
徒
５
人
が
前
に
並
ん
だ
。

何
を
す
る
の
か
と
思
い
き

や
生
徒
達
は
先
生
の
読
上

げ
に
合
わ
せ
、
そ
ろ
ば
ん

玉
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

座
っ
た
り
立
っ
た
り
と
楽

し
く
授
業
！
楽
し
さ
あ
り

リ
ズ
ム
あ
り
で
、
多
く
の

示
唆
に
富
む
授
業
を
受
け
、

感
銘
し
な
が
ら
宮
城
珠
算

学
校
を
後
に
し
た
。 

           

翌
日
は
観
光
で
沖
縄
美

ら
海
水
族
館
に
向
か
っ
た
。

何
度
か
来
た
が
、
い
つ
来

て
も
清
々
し
い
気
持
ち
に

な
れ
る
。
当
日
は
晴
れ
、

澄
み
切
っ
た
空
気
。
そ
し

て
青
い
海
と
緑
の
島
。
そ

れ
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。

公
園
内
を
ゆ
っ
く
り
散
策

し
た
後
、
琉
宮
城
蝶
々
園

そ
し
て
さ
ら
に
北
部
の
古

宇
利
島
へ
。
透
き
通
る
よ

う
な
ラ
イ
ト
ブ
ル
ー
の
海

に
か
か
る
古
宇
利
大
橋
を

通
っ
て
島
の
砂
浜
へ
向
か

う
と
痛
い
ほ
ど
暑
い
。
も

う
す
ぐ
１
月
と
い
う
の
に

気
温
が

27
度
に
上
が
っ

て
い
た
。
真
夏
で
あ
る
。

３
日
目
は
南
部
の
「
み
ー

ば
る
ビ
ー
チ
」
で
グ
ラ
ス

ボ
ー
ト
に
乗
船
と
十
分
に

沖
縄
を
堪
能
し
た
後
、
午

後
２
時
の
飛
行
機
で
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
と
感
動

を
胸
に
し
ま
い
大
阪
へ
と

帰
阪
の
途
に
就
い
た
。 

（
上
村 

亘
） 

 
 

支
部
そ
ろ
ば
ん
研
修
旅
行 

 

 

 

 

(５)              全 珠 連 お お さ か  令和 2 年 3 月 22 日(日) 



 

                                     

  

〈
常
任
委
員
・
地
区
長
合
同
会
議
〉 

日
程 令

和
２
年
１
月
13
日 

場
所 
大
阪
府
支
部
２
階 

出
席
者
数 
24
名 

１
．
お
年
玉
年
賀
は
が
き
抽
選
会 

２
．
本
部
・
支
部
・
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
・
大
阪
連

合
会
・
近
畿
連
合
会

状
況
報
告 

３
．
第
63
回
全
大
阪
学
年

別
珠
算
競
技
大
会
の
件 

４
．
第
65
回
優
秀
生
徒
表

彰
式
典
の
件 

５
．
各
執
行
部
報
告 

６
．
そ
の
他 

〈
常
任
委
員
会
〉 

日
程 

 

令
和
２
年
２
月
24
日 

場
所 

大
阪
府
支
部
２
階 

出
席
者
数 

18
名 

１
．
本
部
・
支
部
・
近
畿 

 

ブ
ロ
ッ
ク
・
近
畿
連

合
会
・
大
阪
連
合
会

状
況
報
告 

２
．
令
和
２
年
度
事
業
計

画
案
・
予
算
案
審
議

の
件 

３
．
第
65
回
優
秀
生
徒
表

彰
式
典
の
件 

４
．
各
執
行
部
報
告 

５
．
そ
の
他 

  

４
月
26
日 

 
 

第
396
回
検
定
試
験 

５
月
５
日 

 
 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
会 

 
 

近
畿
連
合
拡
大
委
員
会 

５
月
17
日 

 
 

常
任
委
員
・
地
区
長 

 
 

合
同
会
議 

５
月
31
日 

 
 

第
397
回
検
定
試
験 

６
月
21
日 

 
 

偶
数
月
検
定
・
理
事
会 

７
月
12
日 

 
 

監
査
会 

７
月
19
日 

 
 

第
398
回
検
定
試
験 

７
月
26
日 

 
 

常
任
委
員
会 

  

第
396
回
検
定
試
験 

３
月
27
日 

 
 

本
支
部
連
絡
協
議
会 

 

分
科
部
会 

３
月
28
日 

 
 

臨
時
社
員
総
会
・
分 

 

科
部
会
・
顧
問
連
絡

会
・
理
事
会 

３
月
29
日 

 
 

研
究
集
会
（
兵
庫
県
） 

   

                                  

                                  

                                  

       

 

令和 2 年 3 月 22 日(日)    全 珠 連 お お さ か        (６) 

行

事

予

定 

諸
会
議
行
事
報
告 

 
 

編
集
後
記 

 

「
お
お
さ
か
」
３
４
３
号
の
発
行
に

あ
た
り
、
ご
協
力
・
ご
助
言
を
下
さ
っ

た
諸
先
輩
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

「
未
曽
有
の
事
態
」
と
は
こ
の
こ
と

で
あ
る
。
国
内
全
域
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
危
惧
さ
れ

て
お
り
、
政
府
も
学
校
の
休
校
や
大
規

模
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
自
粛
を
要
請
し

て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
全
珠
連
に
お

い
て
も
、
本
部
・
支
部
の
行
事
が
相
次

い
で
、
中
止
・
延
期
な
ど
『
苦
渋
の
決

断
』
を
強
い
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
塾
運
営
に
い
た
っ
て
も
安
全
面
を

考
慮
し
て
休
塾
期
間
を
設
け
た
り
、
地

域
の
放
課
後
児
童
対
策
の
一
面
か
ら
、

仕
事
に
支
障
を
き
た
す
保
護
者
様
を

考
慮
し
て
、
衛
生
面
に
留
意
し
な
が
ら

開
塾
さ
れ
て
い
る
先
生
方
も
お
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
『
苦
渋
の
決
断
』

の
是
非
を
問
う
の
で
は
な
く
、
ど
れ

も
、
生
徒
た
ち
・
保
護
者
様
の
こ
と
を

一
番
に
考
え
た
『
英
断
』
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。 

本
来
な
ら
ば
、
教
室
に
新
入
生
を
迎

え
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
時
期
の
は
ず

が
、
先
生
・
生
徒
た
ち
も
顔
の
大
半
を

マ
ス
ク
で
覆
わ
れ
表
情
も
読
み
取
れ

ず
、
ど
こ
か
心
苦
し
い
日
々
を
送
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。 

事
態
が
終
息
に
向
か
い
、
会
員
の
皆

様
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
日
が
早
く
来

る
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
広
報
部
） 

令和２年そろばん年賀はがき当選番号  

 

特賞 高級ツゲ玉そろばん 

０４０３ 

１等 ベビーカステラメーカー 

0676・1664・1821・2580・2770 

２等 ひんやりフローズンデリカ（下３桁） 

039・174・272・394・450 

546・646・787・871・994 

３等 ふせん付きメモ（下２桁） 

03・16・27・34・42 

55・67・71・88・92  

★同時当選の場合は上位当選と致します。  

★支部交換期間 

令和 2 年 4 月 28 日(火)まで 

主催 全国珠算教育連盟 大阪府支部  

第
395
回
全
国
珠
算
教
育
連
盟 

暗
算
検
定
試
験
（
令
和
２
年
１
月
26
日
実
施
） 

十
段
位
合
格 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

岩 い
わ

成 な
り 

海 か
い 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

学
校
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
阪
府
立
四
條
畷
高
等
学
校
３
年 

 

★ 本部会費・支部前期会費納入のお知らせ★ 

 

本部会費  １号会員  32,000 円／年   ２号会員  26,000 円／年   ３号会員  16,000 円／年 

支部会費  前 期 30,000 円 生徒安全会１教場につき 2,500 円 納入締切日 令和 2 年６月１２日(金) 

第
395
回
全
国
珠
算
教
育
連
盟 

珠
算
検
定
試
験
（
令
和
２
年
１
月
26
日
実
施
） 

十
段
位
合
格 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 な
か

谷 た
に 

謙 け
ん

士 し

朗 ろ
う 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

学
校
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

泉
大
津
市
立
浜
小
学
校
４
年 

 

第 396 回珠算検定試験のお知らせ 

★申込期日締切日 

4 月 13 日(月)  午前 10 時 

★検定結果報告締切日 

4 月 27 日(月)  午前 10 時 

★申込期日・検定結果報告は支部への提

出日です。期日は厳守してください。 


